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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　3月の旅立ちの時期を経て，皆さまは 4月の新年度をどのようにお迎えですか？
　この時期は，気持ちを新たに物事に向き合うにも良い時期ですが，この原稿を書
いている現在，ウクライナへのロシアの侵攻が始まり，そのインパクトの強烈さに
1か月前の冬のオリンピックは遠い昔の出来事と感じるようになりました。コロナ
感染も各国で続いていますが，欧州ではコロナ関連の話題がニュースでまったく報
道されないくらいに，ウクライナ関連が報道の中心だと聞きます。
　われわれ医師が日々の診療，手術，医学研究などに打ち込むことができるのは，
平和な社会に暮らしているからこそである，と強く感じています。社会全体の先行
き不透明感がありますが，1人の医師の成長は一歩一歩しか進まないと思いますの
で，目の前のことを着実に学ぶ姿勢が大事だと思っています。
　私自身，昨年 4月に本誌編集委員を担当させていただいてから 1年が経ちまし
た。この 1年間，編集委員として多くのことを学ばせていただきました。耳鼻咽喉
科・頭頸部外科領域の幅広さは，よく言われる通りですが，経験年数が積み重なる
ほど，自分の専門分野以外はそれまでの経験のみに基づいて判断してしまう傾向が
強くなりがちです。編集委員として，さまざまな原稿に目を通す機会が増え，狭く
なっていた視野が少し広がった気がしています。専門の深みを追究すること，幅広
く学ぶことの両者を同時に追い求めるのは難しいですが，そのバランスが重要だと
思っています。
　さて，本特集は，専門医取得前後の先生方が CTの典型所見を学ぶのに最適の号
となりました。日常診療で CT画像を電子カルテ上で読み取る際，片方の手で画面
をスクロールしながら，ぜひ本書を片手に持ってご自身で読影してみてください。
宇佐美先生による遺伝性難聴のReview Articleは，難聴診療における遺伝子検査の
重要性を改めて感じることができる必読の稿です。専門外の先生方も，ぜひご一読
ください。 （大石直樹）
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